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研究成果の概要（和文）：　本研究は、ジャカルタおよびバリのデンパサールを事例として、研究課題をめぐって資料
サーベイ、ヒヤリング等を実施した。そしてそれらを通して明らかになったのは、（１）アジアメガシティがグローバ
ル化の進展とともに「アジアの都市回廊」を越えて東京などのグローバルシティとの横のむすびつきを強め、ボーダレ
スなモビリティ（ヒト、モノ、カネ、情報などのフロー）の結節点となっていること、そして（２）そこでは多様なエ
スニシティがせめぎあうハイブリッド社会が構成されるとともに、コミュニティにさまざまな分岐（ディバイド）がも
たらされ、それがメガシティのあらたな緊張要因となっていることである。

研究成果の概要（英文）：From a series of surveys and hearings carried out considering Jakarta and Denpasar
 as examples, we learned that Asian mega-cities served as nodal points of borderless mobility, flows of hu
mans, things, money and information, more strongly in the horizontal connection with global cities, such a
s Tokyo, exceeding "the city corridor of Asia" with progress of globalization, and that they  constituted 
a hybrid society,in which various races contended with each other and brought various divides to the commu
nity, and therefore were new strain factors.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）グローバル化の進展に符節をあわせた、
域内移動にとどまらないアジアメガシティ
における一時滞在出稼ぎ労働者やムスリム
の存在形態に関する研究や、「企業移民」に
還元されないアジアメガシティの日本人を
対象とする「海外移民」研究が個別分散的に
あらわれ、それらが従来の都市構造分析やコ
ミュニティ研究などと共振するなかで、新た
な視点で上述の研究を統合する必要が生じ
た。 
 
（２）それは具体的には、都市上層・中間層、
「企業移民」／「海外移民」層、そして肥大
化するインフォーマルセクターに参入する、
域外からの移民労働者を担い手とする都市
下層（urban underclass）が複雑に交錯しな
がら織りなす空間的凝離（segregation）／分
化の形態――スラム、カンポン（都市集落）、
ゲーテッドコミュニティなど――、さらにそ
れにともなって立ちあらわれる離接的な社
会的、文化的布置状況（configuration）を、
ジャカルタおよびデンパサールの複数のコ
ミュニティをフィールドに据えて明らかに
する研究への期待となってあらわれた。 
 
２．研究の目的 
（１）アジアメガシティとして台頭著しいジ
ャカルタおよびデンパサールにおける複数
のコミュニティをフィールドにして、グロー
バル化の進展とともに多層化し分極化する
ヒトの移動（モビリティ）とそれに伴う地域
社会の変容を、都市空間の構造再編（urban 
restructuring）の動向とかかわらせて明らか
にする。 
 
（２）上記のヒトの移動と地域社会の変容を
貫く、「多文化社会状況」から「単一文化へ
の希求」へと誘うコミュニティの機制（メカ
ニズム）と、ＮＧＯやボランタリー・アソシ
エーションなどとの対立および協働を経て
自らセーフティネット装置へと反転する「も
う一つ」のコミュニティの機制＝コミュニテ
ィ・ソリューションの「かたち」を浮き彫り
にする。 
 
（３）上記の作業を経て、今日グローバルネ
ットワークの拠点的機能を担いつつあるア
ジアメガシティの複層化するコミュニティ
の位相を示す。そしてそのことを通して、現
にさまざまなリスクを抱え、困難な日常生活
を送っている人びとが自らの「立ち位置」を
自覚的に検討し、セーフティネットを再構築
する際の素材を提供する。 
 
３．研究の方法 
（１）上記の目的を達成するために、主に二
つの作業、すなわち、現地で調査し、分析す
る作業（いわゆるフィールワーク）と日本国
内で上記のフィールドワークの成果を系統

的に整理し検討する作業（研究会方式）をお
こなった。具体的には、海外でコミュニティ
へのアンケート調査、複数のインフォーマン
ト（各種公務員、専門研究者）へのヒヤリン
グ、資料サーベイそして分析作業を実施した。
そして日本国内で上記収集資料の統計的処
理／解析、その結果の個別的、集団的検討作
業を実施した。 
 
（２）以上二つの方法によって得られた研究
成果を年次毎に研究会とか学会などで報告
することによって、研究成果のフィードバッ
クとフィードフォアードをこころみた。そし
て方法の刷新をおこなうとともに、あらたな
る方法上の課題の抽出につとめた。その際、
きわめて重要な役割を果たしたのが、資料集
の作成と中間報告書（もっぱらメンバーの間
で共有するもの）の作成である。これらによ
って当初計画の進捗状況を確認するととも
に、研究方法を常に再審することが可能にな
った。さらに研究方法の再審にとって有意義
であったのは、現地報告会での成果報告の発
表である。これによって、成果の地元還元が
方法的スケヂュールの中に組み込まれた。 
 
４．研究成果 
（１）現地調査と国内での成果集約作業が有
機的にからみあい、当初立てた計画・目的の
かなりの部分が達成された。また研究成果の
発信も、以下の５．に見られるように順調に
進んでいる。さらに現地共同研究者との協働
も予想していた以上に進展し、国際共同研究
としての質も一定程度確保された。さてその
上で、具体的な成果を記すと、以下のように
なる。 
 
（２）ポスト・オルデバル（スハルト新体制）
への移行とともにみられたジャカルタの都
市構造再編は、ネオリベラリズム的政策環境
の下で強行されたものであり、デレギュレー
ション（規制緩和）に誘われたジェントリフ
ィケーションとスラム・クリアランスを徹底
的に押しすすめた。本研究では、そのことに
よってカンポンに深くねざしていた「貧困の
共有」(shared poverty)が根こそぎにされる
とともに、RT/RW（隣組／町内会）において
担保されていた「生活の共同」の枠組みが壊
されてしまったこと、そして外来的な
NPO/NGO が未だ「生活の共同」の枠組みを再
構築し得ていないことを明らかにした。 
 
（３）RT/ RW の変容が著しい。特に都市中心
部の RT/RW では機能的形骸化が進んでいて、
無関心層の増大、個人化の進展と相俟って、
組織的維持もままならないケースが増えて
いる。「あるけど、ない」といった RT/RW が
常態化している。多くの人びとは、コミュニ
ティにセーフティネットの役割をもとめて
いない。しかし他方で RT/RW は「上から」の
ガバメント（統治）にますます組み込まれる



ようになっているとみている。本研究は、こ
うしたことからRT/RWが住民と行政に間にあ
って「宙吊り」状態にあることを示した。同
時に、ヒヤリングの分結果等を用いて、RT/RW
がリーダーによっては、地域管理の主体にな
り得るし、行政との協働も可能になるという
ことを明らかにした。 
 
（４）バリのバンジャールの二元的構成
（adat：アダット＝慣習と dinas：ディナス
＝行政から成る）とギアーツのいう多元的集
団構成をデンパサール中心部、郊外、純農村
の三地区のバンジャールで確認するととも
に、それらの変容の相を明らかにした。そう
した中にあってとりわけ注目されるのは、中
心部ではアダットがディナスに一元化され
る傾向にあるのに対して、純農村地区でアダ
ットとディナスの二元的構成が依然として
守られていることである。さらに注目される
のは、郊外のモスリムのバンジャールでは、
バリ・ヒンズーの教義を引き継いでいるアダ
ットを維持しており、イスラームの「土俗化」
が観られることである。こうしたことから、
グローバル・ツーリズムのコミュニティへの
インパクトが一様でないことがわかった。 
 
(５)バンジャール（banjar:集落）に伝わる
伝統文書アウィグ・アウィグ（Awig-awig：
バンジャールやスバック（水利組織）の運
営・管理に関する取り決め・約束ごとを記し
たもの）の一部を新潟大学中村潔教授の指導
の下に翻刻・解説し（英語および日本語）、
それを『バリ島に生きる古文書――ロンター
ル文書のすがた』として刊行した。同時にそ
の成果をバリのウダヤナ国立大学との共催
の国際セミナーで発表し、現地新聞（『バリ
ポスト』紙等）・テレビ（『バリ・テレビ』等）
で大々的に取り上げられた。なお、このセミ
ナーを契機として、地元主導のアウィグ・ア
ウィグの編纂・刊行の動きが広がっている。 
 
（６）（５）でみられるような「ローカリテ
ィの再発見」の動きは、バリのさまざまな社
会領域において立ちあらわれている。その最
たるものは、アジェグ・バリ（ajeg Bali）
といわれるバリ復興運動である。アジェグ・
バリはバリ語の学校教育における必修化か
らはじまって、ジャワ人の外食文化を支えて
きたカキリマ（屋台）の禁止、「古きよきバ
リの街並みの復活」にまでおよんでおり、バ
リ人にとって「異質なもの」を排除するとい
った動きがアジェグ・バリの進展とともに広
がっている。本研究では、こうした動きをグ
ローバル化にともなうローカル・アイデンテ
ィティの主張とみなすとともに、その「閉じ
られた性格」がコミュニティに深い影を落し
ていることを明らかにした。 
 
（７）バリでは、前述した二元的構成からな
る、ローカル・コミュニティのバンジャール

と外からの移民を主体とするエスニック・コ
ミュニティがせめぎあっている。ところで外
からの移民は、一方で一時滞在の出稼ぎ労働
者、他方で日本人社会に典型的にみられるよ
うな「ライフスタイル移民」に二分される。
本研究では、こうした性格の異なる移民がバ
リ社会を高度にハイブリッドな社会にする
とともに、コミュニティにこれまでに見られ
なかったようなディバイドをもたらしてい
ることを明らかにした。それはエスニック・
コミュニティの内部だけでなく、エスニッ
ク・コミュニティ間でも広く観られるように
なっている。ちなみに、日本人社会について
いうと、ディバイドは移入時期によって、ま
た移入目的によって広がる傾向にある。そし
て「ライフスタイル移民」自体、「モデル・
マイノリティ」からコーエンのいうような
「グローバル・ディアスポラ」にまで及んで
いることがわかった。 
（８）なお、本研究によって得られた以上の
知見（findings）は、一定の理論的枠組みの
下で再整序し、最終成果物として刊行すると
ともに、デジタル情報にしてネットでも公開
する予定である。そして、現在その作業が
着々と進んでいる。 
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